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真摯にご祈祷する島口昭男前会長と有志会

旧
暦
の
８
月
１
日
を
朔
日
山
（
つ
い

た
ち
や
ま
）、
そ
の
前
日
を
宵
山
（
よ

い
や
ま
）、
前
々
日
を
向
山
（
む
か
い

や
ま
）
と
し
、
集
団
で
岩
木
山
に
上
り
、

ご
来
光
を
拝
む
こ
と
で
、
五
穀
豊
穣
と

家
内
安
全
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
津
軽

地
域
最
大
の
秋
祭
り
『
お
山
参
詣
』。
相

馬
有
志
会
は
コ
ロ
ナ
以
前
ま
で
18
年
間

連
続
で
集
団
登
拝
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
、
岩
木
山
神
社
は
マ
ス
ク
、
消

毒
、
飲
食
の
禁
止
を
す
る
な
ど
感
染
対

策
を
と
り
な
が
ら
、
団
体
参
拝
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
。

相
馬
有
志
会
で
は
団
体
参
拝
は
見
送

り
な
が
ら
も
、
向
山
の
日
に
は
役
員
に

よ
る
旗
揚
げ
と
ご
祈
祷
を
行
っ
た
。
ま

た
宵
山
の
日
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
七

峰
会
の
団
体
参
拝
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
拝
殿
前
ま
で
登
拝
に
付
き
添
っ
た
。

当
団
体
は
、
独
立
参
拝
を
目
指
し
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
４
年
前
、
相
馬
有

志
会
に
約
50
名
で
来
て
以
降
、
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
に
よ
り
運
行
が
で
き
な

か
っ
た
為
、
今
年
が
『
七
峰
会
』
と
し

て
初
め
て
の
集
団
参
拝
で
あ
っ
た
。

登
山
囃
子
愛
好
会
に
関
し
て
も
、
有

志
が
七
峰
会
の
囃
子
方
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
宵
山
の
日
に
行
わ
れ
る
登
山
囃
子

本
大
会
へ
出
場
し
た
。

有
志
会
代
表
の
中
澤
圭
一
さ
ん
は「
今

年
は
団
体
参
拝
を
見
送
っ
た
が
、
来
年

は
み
ん
な
で
登
拝
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

懺
悔

根
懺
悔

八
代

剛
道
者

旗の上がった岩木山神社参道は更に荘厳

宵山 
相馬登山囃子愛好会
　お囃子が鳴り響く
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無事に登拝が終わり安堵の表情

礼

五穀豊穣を願うお供え物とぼんのこさし

一
々
礼
拝

南
無
帰
命
頂

七峰会の立てるのぼり旗を見守支える
相馬有志会の面々
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